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平
成

年
度
総
会
を 

開
催
し
ま
し
た 

 
４
月

日(

金)

付
知
公
民
館
で
、
平
成

年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
加
盟
団
体
代
表

名
中
、

名(

委
任
状
含
む)

の
出
席
に
よ
り
、
水

野
副
市
長
、
三
浦
市
議
を
来
賓
に
迎
え
、
事
務
局

含
め
総
勢

名
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
で
き
ま

し
た
。 

 

平成 23・24 年度 付知町まちづくり協議会役員 （敬称略） 

 

当
会
は
付
知
の
住
民
が
自
発
的
に
立
ち
上
げ
た
組
織
で
「
付
知
地
域
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
付
知
住
民
に
広
く
会
の
趣
旨
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。
今

す
ぐ
成
果
が
出
な
く
て
も
、
こ
の
地
域
の
未
来
を
考
え
、
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
協
力
し
合
っ
て
町
の
自
治
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
次
世
代

に
つ
な
が
る
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。 

 

特
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
耳
と
な
り
住
民
の
意
見
を

聞
き
、
会
の
活
動
の
輪
を
広
げ
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
独
自
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

昨
年
度
の
取
り
組
み
の
中
で
、
広
屋
林
商
店
街
の
若
い
人
た
ち(

Ｇ
Ｉ
Ｎ

Ｚ
Ａ
会)

が
地
元
の
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
へ
の
提

案
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
背
負
う
若
い
人
た
ち
か
ら
の
前
向
き
な

提
案
を
評
価
し
、
会
と
し
て
も
協
力
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
（
花
植
え
、

掲
示
板
設
置
）。
ま
た
、
２
回
目
と
な
る
中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
や
文
化

財
保
存
会
に
よ
る
「
丈
右
衛
門
新
道
」
の
看
板
の
稲
荷
地
内
へ
の
設
置
等

を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
度
の
重
要
課
題
と
し
て
、
現
在
の
同
報
無
線
の
老
朽
化
に

よ
る
設
備
の
更
新
に
つ
い
て
、
住
民
の
約
８
割
の
方
が
地
域
情
報
設
備
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
整
備

す
る
防
災
無
線
と
連
携
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
進
め
て
行
き
ま
す
。 

 

会
の
活
動
の
た
め
の
資
金
確
保
に
つ
い
て
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

に
よ
り
、
年
々
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
自
主
自
立
に
よ
る
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

昨
年
度
、
ふ
る
さ
と
付
知
の
為
に
と
高
額
の
ご
寄
付
を
頂
い
た
、
故
輿

俊
哲
老
大
師
の
お
言
葉
の
よ
う
に
、『
付
知
の
山 

付
知
の
川 

付
知
の
野

原 
付
知
の
池 

何
も
か
も
懐
か
し
く
有
難
い 

い
く
つ
に
な
っ
て
も
懐

か
し
く
愛
お
し
く 

有
難
い
付
知
』
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

皆
さ
ん
の
知
恵
と
お
力
添
え
を
頂
き
、「
安
心･

安
全
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
会
長
あ
い
さ
つ
の
概
要
） 

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

２０１２.５.２５発行 No.14 
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(収入） (支出） 
 

(残額） 
 

16,535,855 円-3,885,798 円＝12,650,057 円 

 ※収入・支出差引残額 12,650,057 円は 

           平成２４年度へ繰越します。 

 《平成２３年度はこんな事業を行いました》 
【収入】 

 
単位：円 

科目 決算額 備     考 

繰越金 3,479,033 前年度繰越金 

寄付金 12,252,239 町内外者からのご厚志 ４０件 

補助金 80,000 がんばる地域サポート事業市補助金 

協力金 396,000 敬老会（町内各戸、社協付知支部）スポレク祭(各区、体育協会 

事業参加費 27,900 スポレク祭１６チーム、ふるさと巡回ツアー33 名 

雑収入 300,683 年越し花火寄付、利息 

合計 16,535,855     

【支出】 
 

単位：円 

科目 決算額 備     考   

事業費 1,775,773 

まち協だよりの発行(年４回） 116,741 

視察研修費 51,318 

付知町新年会 50,000 

敬老会 506,942 

健康ウォーキング 10,000 

旧道活性化事業 95,000 

年越し花火 450,000 

ふるさと巡回ツアー 84,135 

中学生との意見交換会 3,510 

文化財・史跡顕彰碑の設置 154,650 

スポーツレクリエーション祭 253,477 

活動補助金 376,039 

花いっぱい運動 150,000 

夢まつり補助 100,000 

老人クラブ補助 50,000 

文化財保護活動費補助 50,000 

旧幡豆町との意見交換会 26,039 

会議費 18,000 役員会議費   

事務費 1,147,986 
ホームページ作成、備品購入費、事務員賃金、 

通信費、消耗品 
  

予備費 568,000 慶弔費、贈与税   

合計 3,885,798     

    
年間 本部役員会１回、役員会６回、各部会（４部会）分科会、委員会等随時 
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◆今年度より『付知町まちづくり基金』を設置しました。                  

 今後の付知地域のまちづくりのための財源としていきます。 

 

  

◆主催事業 
   

【総務企画部会担当】 
 

●「まち協だより」の発行（４回） １８０千円 

  
●まちづくり視察研修事業 ５０千円 

  
●付知町新年互礼会 ５０千円 

  
●地域環境整備事業助成 ２００千円 

  
●地域振興事業助成 １００千円 

    
【生活福祉部会担当】 

 
●敬老会事業 ５５０千円 

  
●健康ウォーキング ２０千円 

  
●防災講演会（９/５実施予定） １５０千円 

  
●ボランティア養成講座 １０千円 

    
【農林商工部会担当】 

 
●御神木の里探訪ツアー（５/4 実施） １２０千円 

  
●付知探索マップ作成事業 １００千円 

  
●ウォーキング大会協力（５/２０実施） １００千円 

  
●子ども体験学習事業 ５０千円 

  
●先進地事例調査事業 ５０千円 

  
●農業・林業懇談会 ５千円 

    
【教育文化スポーツ部会】 ●ふるさと巡回ツアー １２０千円 

  
●中学生との意見交換会（１０/２７実施予定） ２５千円 

  
●文化財・史跡顕彰碑の設置事業 １６０千円 

  
●スポーツレクレーション祭 ３５０千円 

  
●文化芸能活動事業 ３０千円 

    
◆事業補助金 

 
●花いっぱい運動 １５０千円 

  
●つけち夢まつり １００千円 

  
●河川道路清掃活動 ５０千円 

  
●文化財保護活動費 ５０千円 

    
◆その他事業 

 
●会議費・事務費・予備費 １，２６０千円 

  
●予備費  ７６７千円 

 

◆基金繰出金  

 

●付知町まちづくり基金繰出金 

 

１０，０００千円 

    
  

  平成 24 年度合計予算額 １４，７９７千円 

 

《平成２４年度はこんな事業を予定しています》 
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 編集・発行  付知町まちづくり協議会 広報委員会    委員長 田口 泉 

ホームページ  http://www.tsukechi-machikyo.org    丹羽 久子 

まちづくり協議会では、今後も皆様のご意見を伺いながら、いただいたご寄付を有効に活用させていた

だきます。ご意見等ありましたら、事務局、ホームページまでお気軽にご連絡ください！ 

5
月
4
日
『
春
の
新
緑 

御
神
木
の
里
探
訪
ツ
ア
ー
』
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
は
秋
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
行
事
と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
時
期
を
ず

ら
し
て
今
年
は
春
に
行
い
ま
し
た
。 

募
集
定
員
い
っ
ぱ
い
の

名
の
参
加
が
あ
り
、
町
内
を
は
じ
め
遠
く
は
大
阪
・
富

山
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。 

バ
ス
の
中
か
ら
新
緑
の
付
知
峡
を
見
な
が
ら
林
道
を
の
ぼ
り
、
徒
歩
に
て
「
御
神
木

伐
採
跡
地
」
を
見
学
し
、
東
濃
森
林
管
理
署
の
職
員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

続
い
て
、
樹
齢
お
よ
そ
千
年
の
「
２
代
目
大
ヒ
ノ
キ
」
を
目
指
し
て
遊
歩
道
を
歩
き

森
林
浴
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
午
後
は 

護
山
神
社
へ
行
き
宮
司
さ
ん
よ
り
護
山
神 

社
の
由
来
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ツ 

ア
ー
を
終
え
ま
し
た
。 

解
散
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
花
街 

道
で
開
か
れ
て
い
た
「
森
林
の
市
」
へ
も 

行
っ
て
い
た
だ
き
、
付
知
を
満
喫
し
た
一 

日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

坪井 幸宏 様    100,000 円  

    100,000 円 

早川 唯夫 様    100,000 円  

荒井 康次 様    100,000 円 

早川 宏平 様 

 

 

   

 

20,000 円 

4,588 円 

 

50,000 円 

 
ご寄付をいただきました 

ありがとうございました 

H24.3.７～H24.5.15 受付分 

新
緑
の
付
知
峡
へ 

現
在
の
同
報
無
線
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
し
い
地
域
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
体
と
な
っ
て
「
実
行
委
員
会
」
を
立
上
げ
、
設
備
の

整
備
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
末
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
８
割
の
方
が
「
お

知
ら
せ
放
送
」
の
必
要
性
を
回
答
さ
れ
、
そ
の
意
向
に
沿

っ
て
進
め
る
も
の
で
す
。 

 

設
備
の
内
容
等
詳
細
は
今
後
検
討
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
個
別
受
信
機
設
置
や
設
備
運
営
へ
の
個
人
負
担
等
も

発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
区
長
さ
ん
や
関
係
者
と
相
談

し
、
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

中
津
川
市
で
計
画
の
「
防
災
無
線
」
は
、
市
か
ら
の
防

災
情
報
を
付
知
地
域

 

箇
所(

予
定)

の
屋
外
ス 

ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
サ
イ 

レ
ン
吹
鳴
と
音
声
放
送 

に
よ
る
も
の
で
、
今
年 

度
に
整
備
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
情
報
を
地
域
情
報 

シ
ス
テ
ム
の
個
別
受
信 

機
か
ら
放
送
す
る
こ
と 

も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

市
の
設
備
と
地
域
情
報 

伝
達
シ
ス
テ
ム
と
の
連 

携
も
今
後
検
討
し
て
い 

き
ま
す
。 

『
付
知
地
域
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

整
備
実
行
委
員
会
』が
始
動 

http://www.tsukechi-machikyo.org/

